
№ 質問内容 回答

1

ルーターには、「24時間365日4時間以内のオンサイト保守」
の要件が求められていますが、PoE、APについては「後出し
センドバック方式」の要件となっております。
機器の種別により、求められる要件が異なる理由を教えてく
ださい。

機器故障時の利用者への影響を最小限に抑えるため、ルー
ターの場合は機器交換だけでなく、設定等まですぐに対応で
きるオンサイト保守としたが、PoEおよびAPについては予備
器と交換することで対応できると想定したため。

2

SSID数について、ＡＰ要件において「最大SSID数が48以上
（１ラジオあたり16以上）の機能を有すること」との記載が
ありますが、最大SSID数48以上の機能を求める理由を教えて
ください。

今後のセキュリティ対策として、複数のSSIDを設定し、定期
的に変更することができるようなものを想定している。ま
た、事前に複数のSSIDを設定することで、運用上の事務処理
の負担軽減も見込んでいるため。

3

ログの保存について、ネットワーク構成図を確認したとこ
ろ、施設側から直接インターネット側に抜ける構成となって
いるように見受けられますが、事業者側によるログの保存は
不要との認識でよろしいでしょうか。

今後セキュリティ対策ができるような機器を想定したが、今
回の業務では事業者側によるログの保存は不要です。

4

⼊札仕様書 P3〜P5 3-2 の機器仕様①ルーター②PoE-HUB③
無線AP共通に記載されています、「ブラウザで動作する一元
管理ソフト対応すること」とありますが、以下のような機能
解釈でよろしいでしょうか
・運用管理者がネットワーク機器の状態（死活監視等）を一
元で確認できる。
・無線APの接続用パスワードや設定変更が一元管理ソフトに
て変更可能である。
・運用期間中の修繕対応時の機器⼊替が一元管理ソフトにて
設定できる。

お見込みのとおりです。
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